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特集  私たち は、議会にどうかかわれるの⁉
町民

（写真は大山崎小学校。第二大山崎小学校は今年度中に完成）

小学校も“ドライ方式”の

� 新しい給食室になります！



23 ぎかいだより おおやまざきぎかいだより おおやまざき No.105 2023.9

【
特
集
】私
た
ち
は
議
会
に
ど
う
か
か
わ
れ
る
の
⁉

６
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
も

【
特
集
】私
た
ち
は
議
会
に
ど
う
か
か
わ
れ
る
の
⁉

次
回
の
議
会
日
程

 私たち は、　　議会にどうかかわれるの⁉
町民

│ 特集 │

─ 町民の皆さんの『声』を生かすために ─

　4年に一度、私たち議員は町民の皆さんから選ばれます。
　議員は町民の皆さんの『声』をどのように議会へ生かすのか。
　日々の議会活動の中、今回、３つの方法で、議員と町民の皆さんとの選挙以外での
関わり方をご紹介します。
　これなら私も！と思っていただける方法を見つけていただけたら嬉しいです。

３つの方法を紹介します

1 議会と町民との懇談会に参加

懇談会の申込方法

○おおむね６人以上の町民グループであれば、どなたでも申込可能です。
○懇談会申込書（※）を大山崎町議会事務局へ提出してください。（メール、ファックスでも可能です）。

懇談のテーマ

○町政（まちづくり）にかかわる内容としてください。

開催時期・場所など

○申込者の希望日時・場所に基づいて調整します。
　（議会定例会の開催中などは、希望日時に沿えない場合があります。）

議員の参加について

○懇談会に参加する議員は、懇談のテーマにより異なります。

　大山崎町議会では、町民の皆さんとの意見交換の場として、「大山崎町議会と町民との懇談会」
を実施しています。（主催は大山崎町議会です。）
　大山崎町の町政（まちづくり）に関して、より広く町民の皆さんの意見を把握し、議会活動を通
して町政に反映させるために、平成31年４月から実施しています。
　（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和５年５月まで休止していました。）

詳しくはこちらをご覧ください。
（※）申込書をダウンロードできます。

報
告

懇
談
会
を
再
開
し
ま
し
た

大
山
崎
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
フ
レ
ン
ズ

　
公
民
館
複
合
化
施
設
案
の
図
書
室
に
つ
い
て

　
「
大
山
崎
町
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
フ
レ
ン
ズ
」の
活
動

紹
介
、
講
演
会
参
加
者
の
声
な
ど
を
映
像
と
し
て

見
な
が
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
の
図
書
館
と
し
て
、
有
名
建
築
家

が
設
計
し
た
写
真
を
多
々
見
せ
て
い
た
だ
き
、
複

合
化
施
設
を
「
知
の
広
場
」、
ま
ち
づ
く
り
の
中
心

と
し
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

�

（
複
合
施
設
特
別
委
員
会
　
副
委
員
長
　
小
畑
孝
信
）

令和５年
６月27日

＼ 上記の懇談会を担当 ／

複
合
施
設
特
別
委
員
会

委
員
長
　
井
上 

博
明

【
報
告
】 

複
合
施
設
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

　

本
年
３
月
議
会
に
お
い
て
計
上
さ
れ
た
複
合
施
設
整
備
予
算
を
多

数
決
で
削
除
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、「
基
本
設
計
」
が
変
更
に
な
っ
た
経
緯
や
根
拠
が
不
明
瞭

か
つ
多
く
の
住
民
の
意
見
を
反
映
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
等
の

理
由
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

５
月
19
日
開
催
の
前
川
光
町
長
と
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お

い
て
、町
長
は
「
事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
議
会
に
理
解
を
求
め

る
こ
と
が
必
要
。今
回
予
算
が
否
決
さ
れ
た
の
は
そ
の
度
量
が
欠
け
て

い
た
も
の
と
反
省
し
て
い
ま
す
。た
だ
し
方
向
性
は
間
違
っ
て
い
な
い

と
確
信
し
て
い
ま
す
の
で
、今
後
も
引
き
続
き
議
会
に
対
し
て
理
解
を

求
め
て
い
き
ま
す
。」と
述
べ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
議
会
に
対
し
て
理
解
を
求
め
る
と
言
葉
に
す
れ
ど
、
町
長
自

ら
の
声
で
議
会
に
何
ら
理
解
を
求
め
る
説
明
等
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、議
会
と
し
て
複
合
化
の
実
現
化
に
向
け
自
ら
提
案
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
思
い
か
ら
、議
員
の
多
数
決
に
よ
り
本
委
員
会
の
設

置
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

　
各
委
員（
議
員
）に
届
い
た
町
民
の
声
や
委
員
の
意
見
を
収
集
、集
約

し
な
が
ら
形
作
り
、
議
会
閉
会
中
、
継
続
調
査
研
究
し
て
行
き
、
出
来

上
が
っ
た
提
案
は
随
時
町
行
政
に
提
出
し
て
参
り
ま
す
。



45 ぎかいだより おおやまざきぎかいだより おおやまざき No.105 2023.9

【
特
集
】私
た
ち
は
議
会
に
ど
う
か
か
わ
れ
る
の
⁉

６
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
も

６
月
議
会
あ
ら
ま
し

私たち は、議会にどうかかわれるの⁉
町民

│ 特集 │

開会� 8/29（火）  10：00
全員協議会� 8/31（木）  13：30
議会改革特別委員会� 8/31（木） 上記終了後
一般質問� 9/5（火）・6（水）  10：00
複合施設特別委員会� 9/7（木）  10：30
総務産業常任委員会� 9/7（木）  13：30
建設上下水道文教厚生常任委員会� 9/8（金）  13：30
予算決算常任委員会� 9/11（月）〜9/15（金）  10：00
広報常任委員会� 9/20（水）  13：30
閉会� 9/22（金）  10：00

令和５年第３回定例会日程

日程詳細

９月
議会日程

－請願・陳情の提出期限－

定例会開会日の翌日 17：00

提出の方法

3 請願や陳情を提出

提出の方法（請願・陳情共通）

○�町ホームページに掲載している書式（参考例）
を参考に書類を作成してください。
○提出期限は、定例会開会日の翌日午後5時です。
　�（期限を過ぎても提出は可能ですが、次回の定
例会において取り扱うことになります。）

提出にあたっての留意点

○�請願・陳情ともに、町ホームページでご確認く
ださい。

　町政に関して要望等がある場合は、町議会に
請願や陳情を提出することができます。

詳しくはこちらをご覧ください。

2 議会を傍聴

傍聴の方法（本会議・委員会共通）

○�本会議または委員会の開催日当日に、大山崎町
役場4階にお越しください。（事前の予約は必要
ありません。）
○議会事務局で傍聴の受付を行ってください。

傍聴にあたっての留意点

○�本会議は、議場内及びモニターテレビでの視聴
が可能です。（希望の方法で受付してください。）
○�委員会は、委員長が許可した後に入室していた
だきます。

　町議会の本会議と委員会を傍聴することがで
きます。

詳しくはこちらをご覧ください。

─ さらなる充実をめざして ─

　今回の特集では、町民の皆さんに、議会と直接関わっていただけ
る方法を紹介しました。
　今後も皆さんのご意見をさらに反映できるよう、アンケート調査
や議会発信型の報告会も検討していきたいと考えています。

　６月６日から６月23日までの18日間にわたり、町長から提出された22件
の議案を審議しました。
　また、町民の方から提出された、３件の請願と１件の陳情を審議しました。

６月議会あらまし
（令和５年第２回定例会）

季刊議会

議決結果はこちらから

 賛否が分かれた案件の詳細は、次ページ（６ページ・７ページ）をご覧ください。

６月議会に提出された請願と陳情

 賛否の詳細は、裏表紙をご覧ください。

 賛否の詳細は、裏表紙をご覧ください。

請願 学童保育の現状と保護者としての請願書
採 択採 択

(全員賛成)

国に対し「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」の改正を求める請願書
（令和５年第１回定例会からの継続審査）

請願
不採択不採択
(賛成少数)

建設アスベスト被害の全面解決へ向けた意見書の提出を求める請願書請願採 択採 択
(全員賛成)

議会映像の配信（ライブ・録画）の実施に関する陳情書採 択採 択
(全員賛成)

陳情

選任に同意

この街に
のこ人

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大
山
崎
町
教
育
委
員
会
委
員

宮み
や
も
と本　

佳け
い
こ子 

さ
ん

大
山
崎
町
農
業
委
員
会
委
員

吉よ
し
だ田　

正ま
さ
ゆ
き幸 

さ
ん

三み
や
け宅　

温ゆ
た
か　

 

さ
ん

齋さ
い
と
う藤　
円ま
ど
か　

 

さ
ん

小お
が
わ川　

宗む
ね
き樹 

さ
ん

平ひ
ら
い井　

敏と
し
ひ
こ彦 

さ
ん

垣か
き
う
ち内　

兵ひ
ょ
う
じ次 

さ
ん

石い
し
だ田　

孝た
か
お雄 

さ
ん

国機関へ意見書を提出

　町議会から国の関係機関等へ「建設アスベスト被
害者の救済とアスベスト対策の充実を求める意見
書」を提出しました。

意見書の内容はこちらから

※留保あり
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６月議会あらまし
（令和５年第２回定例会） 季刊議会賛否が分かれた案件

令和５年度一般会計補正予算案を修正可決

○１人の議員が、町長から提案された補正予算案の修正案を提出

　（修正案を提出した議員）　井上博明

 修正案の内容
○児童の放課後の居場所を創出する「放課後オープンプレイス運営事業」実施経費（135万1千円）を削除

反
　
対

賛
　
成

4  対  7

○修正案は　　賛成多数により可決

原案に反対の理由

　放課後オープンプレイス
は子どもたちの第３の居場
所として、学童保育の自由
版として構想はよいが、場
所が未決定。万一学校内
とした場合の参加する児童
としない児童の対応や先生
が対象者を把握するなどの
様々な整備が出来ていない。

原案に賛成の理由

・�スクールカウンセラーな
どが各校の学校に従事す
る時間数が増える。
・�放課後オープンプレイス
事業は、子どもたちの放
課後や夏休みなどの過ご
し方の場が広がる。
・�物価高騰への対策がされ
た。

○修正議決した部分を除く原案（町長からの提案）は　　全員賛成により可決

○６人の議員が、上記の補正予算に対する付帯決議を提出

　（提出した議員）　　　　島　一嘉
　（賛成者となった議員）　山中一成　徳本修司　小畑孝信　西田光宏　井上博明

 付帯決議の内容
○円明寺区が希望する公民館建設を具体化すること。中ノ池の
　不動産鑑定を実施のうえ議会の承認を得ること。

付帯決議の内容はこちらから

○付帯決議は　　全員賛成により可決

●付帯決議

可決された案件に対し、事業を執行するうえでの要望や留意事項を述べるために提出されるものです。

議員が発案して本会議に諮りますが、可決されても法的な拘束力はありません。

令和５年度水道事業会計補正予算案を否決

賛
　
成

反
　
対

7  対  4

○　　賛成少数により否決

補正予算の内容（概要）

・�水道事業会計所有の土
地売却益の計上
・�水道事業の公用車（軽電
気自動車）購入費用

反対の理由

　健全な会計状況にない本
事業において、いまだ高価
な電気自動車を購入する必
要があるとは言えず、本予
算に反対する。また、議会
が一般会計で否決した事業
を水道会計で実施すること
は認められない。町の事業
は議会の信任によって最終
的に決定されるものである。

前川町長に対する辞職勧告決議議会の意思表明

反
　
対

賛
　
成

4  対  7
○�２人の議員が、町長の辞職を勧める内容の決議案

を提出

　（提出した議員）　　　　波多野庇砂
　（賛成者となった議員）　井上博明

※�議会の意思決定として可決しても、原則として法的効果はなく、
　勧告に従って町長が辞職する義務はありません。

決議の内容はこちらから

賛成多数により可決

反対の理由

・�これまで積み上げてきた
議論や内容が反故になる
可能性がある。
・�特別委員会のスケジュー
ルが決まっていない。
・�これまでも議論してきた。
特別委員会を設置する必
要性があるのか。

特別委員会の概要

・�複合施設整備にかかる
調査研究を行う。
・�議長を除く11人の議員
（委員）で構成

複合施設特別委員会を新たに設置議会運営委員会から提出

反
　
対

賛
　
成

4  対  7

賛成多数により可決
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】私
た
ち
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議
会
に
ど
う
か
か
わ
れ
る
の
⁉

６
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
も

６
月
議
会
で
の
一
般
質
問
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

他の質問：府営水の水源は丹波。夏目井戸老朽化問題

他の質問：水道事業水源を一つに、職員の中途退職

他の質問：学童保育指導員を正規職員に

放課後児童クラブの現状について 町：児童の自主性･社会性･創造性を培う

他の質問：自主防災組織再構築の必要性について
　
　
子
ど
も
が
、
け
が
を
し
た
時
の
対
応

に
つ
い
て
問
う
。

　
　
指
導
員
は
速
や
か
に
事
故
報
告
書
を

作
成
し
、
教
育
委
員
会
に
報
告
す
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
。
そ
の
報
告
の
中
で
発
生

し
た
要
因
の
分
析
・
再
発
防
止
の
た
め
の

改
善
策
を
立
案
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
子
ど
も
が
、
け
が
を
す
る
と
い
う
事

故
に
対
す
る
再
発
防
止
策
が
あ
ま
り
に
も

遅
い
と
考
え
る
が
、
責
任
者
は
い
か
が
お

考
え
か
。

　
　
今
後
、
ま
ず
は
事
故
が
発
生
し
な
い

よ
う
尽
力
し
た
う
え
で
、
児
童
が
け
が
を

し
た
場
合
に
は
、
よ
り
迅
速
に
再
発
防
止

策
を
講
じ
る
よ
う
努
め
る
。

　
　
民
間
学
童
保
育
を
町
に
誘
致
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
し
て
認
可
さ
れ
れ
ば
事
業
の
可
能
性

が
高
い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
あ
る
一
方

で
、
利
用
料
金
が
高
額
に
な
る
、
運
営
に

よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
質
に
差
が
あ
る
。
た

だ
ち
に
誘
致
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡＱＱＡＡ

　
　
当
町
夏
目
地
下
水
汲
み
上
げ
量
等
々

問
う
。

　
夏
目
地
下
水
の
水
質
検
査
。
特
に
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
対
策
は
。

　
　
４
本
の
井
戸
で
取
水
毎
日
２
４
０
０

立
方
メ
ー
ト
ル
、
25
ｍ
プ
ー
ル
一
杯
を
４

０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
毎
日
６
杯
分
。

　
厚
労
省
に
よ
る
検
査
方
法
・
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
の
検
査
方
法
に
よ
り
対
象
の
質

量
分
析
を
行
う
。
年
一
回
の
結
果
目
標
値

50
ｎ
ｇ
／
Ｌ
に
対
し
て
24
ｎ
ｇ
／
Ｌ
。
水

質
検
査
結
果
は
上
下
水
道
課
で
管
理
。
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
を
多
く
含
む
泡
消
火
剤
・
ワ
ッ
ク

ス
化
合
物
に
多
く
含
む
。
規
制
前
に
は
多

く
存
在
。

　
　
夏
目
取
水
井
戸
４
か
所
に
つ
い
て
経

年
劣
化
で
は
。

　
　
取
水
井
戸
と
管
に
つ
い
て
修
繕
で
な

く
更
新
対
応
。
大
規
模
修
繕
・
更
新
リ
ス

ク
上
昇
傾
向
。
水
道
事
業
の
経
営
状
況
と

将
来
の
財
政
見
通
し
厳
。
仮
に
浄
水
場
再

構
築
に
係
る
想
定
で
10
億
円
超
。
再
構
築

地
の
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。
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自
校
方
式
の
優
位
性
を
生
か
し
て
、

「
教
育
と
し
て
の
給
食
」
が
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
教
育
の
一
環
と
し
て
食
事
習
慣
や
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
な
ど
、
心
も

体
も
健
康
な
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
。
自
校
方
式
に
よ
り
出
来

た
て
の
給
食
が
提
供
さ
れ
、
栄
養
教
諭
が

学
校
内
で
給
食
の
当
番
活
動
や
委
員
会
活

動
の
指
導
を
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
声

に
応
え
て
レ
シ
ピ
を
給
食
だ
よ
り
に
載
せ

る
な
ど
、
給
食
を
と
お
し
た
教
育
が
実
践

さ
れ
て
い
る
。

　
　
憲
法
で
は
「
義
務
教
育
は
こ
れ
を
無

償
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。
か
つ
て
大
山

崎
町
で
は
小
学
校
の
修
学
旅
行
費
を
全
額

補
助
し
て
い
た
。
教
育
費
の
中
で
最
も
大

き
な
負
担
で
あ
る
給
食
費
を
無
償
に
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

　
　
物
価
高
騰
で
給
食
費
改
定
を
検
討
し

て
い
る
が
値
上
げ
分
は
公
費
で
負
担
す
る
。

無
償
化
は
引
き
続
き
調
査
・
研
究
し
て
い

く
。
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地下水汚染PFAS浮上について

行き届いた教育について

町：24ng/Lは目標値以下の数値

町：中学校給食費の無償化を引き続き研究

教育としての給食は
無償に

夏目地下水汲み上げ
ポンプ施設

３つの村が合併した
大山崎村⇒町

６月定例会では、６月14日、15日の２日間にわたり、11人の議員が町政に関して質問しました。

11
ここが 聞きたい！

人が町政を問う。

一 般 質 問

このページは、本会議の一般質問をもとに、議員が各自で執筆しています。

詳しくは、こちらからご覧ください。（会議録検索へ）
（次回定例会の開会日頃からご覧いただけます。）

　
　
大
山
崎
町
に
は
大
山
崎
区
・
円
明
寺

区
・
下
植
野
区
と
３
つ
の
財
産
区
が
あ
る
。

昔
に
そ
れ
ぞ
れ
が
村
で
あ
っ
て
明
治
22
年

の
大
山
崎
村
に
合
併
し
た
時
に
そ
れ
ぞ
れ

の
村
が
所
有
す
る
池
や
山
林
を
財
産
区
と

し
て
合
併
し
た
。
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

　
　
農
耕
を
中
心
と
し
た
生
活
共
同
体
と

し
て
自
然
村
的
で
あ
り
地
方
自
治
法
で
は

山
林
・
墓
地
・
た
め
池
等
の
特
定
財
産
を

保
有
管
理
す
る
法
人
格
を
も
っ
た
特
別
地

方
公
共
団
体
で
あ
る
が
、
本
町
の
財
産
区

は
法
人
格
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
明
治
22
年
の
財
産
区
が
出
来
る
時
に

法
定
財
産
区
と
し
な
か
っ
た
の
は
当
時
の

落
ち
度
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
町
は
法
定

財
産
区
と
同
等
の
扱
い
を
し
た
事
例
は
。

　
　
明
治
22
年
当
時
の
資
料
は
残
っ
て
い

な
い
の
で
詳
細
は
不
明
。
過
去
に
大
山
崎

区
で
池
を
売
却
し
た
時
対
価
は
財
産
区
特

別
会
計
に
入
金
し
た
。
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財産区について 町：法人格をもたない財産区

 

下植野村 円明寺村 

大山崎荘 

北村　吉史 議長

町立保育所の今後の在り方について 町：本町の子どもは町が責任を持って育てたい

他の質問：高齢者の方の移動手段について
　
　
全
国
的
に
見
て
も
、
公
立
保
育
所
か

ら
民
営
化
に
進
ん
で
い
る
な
か
、
近
隣
の

市
町
で
も
民
営
化
が
進
ん
で
い
る
。
本
町

よ
り
人
口
が
多
い
長
岡
京
市
の
公
立
保
育

所
は
４
所
、
島
本
町
で
は
２
所
で
あ
る
が
、

本
町
は
３
所
で
あ
る
。
な
ぜ
民
営
化
が
進

ま
な
い
の
か
。

　
　
自
分
が
受
け
た
保
育
を
我
が
子
に
も

受
け
さ
せ
た
い
、
と
本
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
し

て
く
る
方
も
お
ら
れ
、
子
育
て
世
帯
に
求

め
ら
れ
て
い
る
公
立
保
育
所
を
存
続
さ
せ
、

次
世
代
の
育
成
に
つ
な
げ
た
い
。

　
　
町
立
保
育
所
１
所
あ
た
り
の
町
費
は
、

年
間
約
１
億
４
千
７
百
万
円
、
町
内
の
私

立
保
育
園
は
、年
間
約
５
千
６
百
万
円
。公

立
保
育
所
１
所
を
民
営
化
に
す
る
と
、
年

間
９
千
百
万
円
の
経
費
削
減
に
な
る
。
こ

れ
で
も
民
営
化
が
進
ま
な
い
、
町
立
保
育

所
の
利
点
は
。

　
　
単
純
に
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
の
対
象
と
す

る
の
で
は
な
く
、
本
町
の
子
ど
も
は
、
本

町
の
保
育
所
で
育
て
た
い
。
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町費を削減し大山崎町に
新事業を！

小
お

畑
ばた

 孝
たか

信
のぶ
議員

徳
とく

本
もと

 修
しゅうじ

司議員

島
しま

 一
かず

嘉
よし
議員

波
は

多
た

野
の

 庇
ひ さ ご

砂議員

安全で元気な『放課後
学童』がいい

井
いの

上
うえ

 治
はる

夫
お
議員
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【
特
集
】私
た
ち
は
議
会
に
ど
う
か
か
わ
れ
る
の
⁉

６
月
議
会
あ
ら
ま
し

一
般
質
問

次
の
ペ
ー
ジ
は

表
決
の
結
果（
賛
否
が
分
か
れ
た
案
件
）

　
　
平
成
29
年
よ
り
６
年
間
に
わ
た
り
町

行
政
が
主
導
で
取
り
組
ん
だ
「
Ｊ
Ｒ
山
崎

駅
・
阪
急
大
山
崎
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

の
ア
イ
デ
ア
／
あ
っ
た
ら
い
い
な
駅
前

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」の
答
申
が
出
て
い
る
。

こ
の
成
果
の
実
現
化
に
向
け
て
、
町
長
は

ど
の
様
な
町
づ
く
り
を
考
え
る
の
か
。

　
　
駅
前
地
区
の
整
備
を
進
め
て
い
く
た

め
、
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
や
規
制
緩
和

に
対
す
る
意
見
を
参
考
に
基
本
方
針
を
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

　
　
現
在
両
駅
周
辺
は
新
た
な
住
宅
や
マ

ン
シ
ョ
ン
建
築
が
進
む
と
共
に
朝
夕
の
交

通
量
も
更
に
多
く
な
り
危
険
箇
所
も
増
え

て
き
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
の
成
果
を
夢
で

終
わ
ら
せ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
あ
っ
た

ら
い
い
な
」の
実
現
に
向
け
て
動
き
出
す

の
か
正
念
場
で
は
な
い
か
。

　
　
次
年
度
以
降
に
予
算
付
け
を
行
い
、

皆
さ
ん
の
意
向
を
精
査
し
て
高
さ
制
限
の

撤
廃
等
も
含
め
進
め
て
い
く
考
え
を
持
っ

て
い
る
。

ＱＱＡＡＱＱＡＡ

町の基盤整備について 町：これまでの提案を踏まえ整備を進める

他の質問：安心・安全な町づくり/町立小学校周年事業

現状の公民館の安全性は 町：7年間で雨漏り5件他85件修繕行う

他の質問：子ども達の居場所、ヘルメット着用について
　
　
今
年
度
に
入
り
各
地
で
地
震
が
頻
発

し
て
い
る
。
２
０
１
６
年
に
起
き
た
熊
本

地
震
以
降
、
旧
耐
震
基
準
の
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
公
民
館
本
館
ホ
ー
ル
が

閉
鎖
さ
れ
７
年
経
っ
た
。
閉
鎖
部
分
以
外

で
の
雨
漏
り
等
に
よ
る
修
繕
の
有
無
を
問

う
。

　
　
閉
鎖
部
分
以
外
の
雨
漏
り
に
よ
る
修

繕
件
数
が
、
５
件
あ
っ
た
。
雨
漏
り
以
外

の
修
繕
件
数
は
、
軽
微
な
も
の
も
含
め
て
、

７
年
間
で
85
件
行
っ
た
。

　
　
こ
の
ま
ま
放
置
期
間
が
長
く
な
れ
ば

閉
鎖
部
分
が
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。
解

体
に
係
る
期
間（
入
札
・
契
約
・
工
事
）は

ど
の
程
度
か
。

　
　
９
か
月
要
す
る
。
新
施
設
供
用
開
始

ま
で
33
か
月（
２
年
９
か
月
）の
工
期
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
　
３
月
議
会
で
予
算
削
除
と
な
っ
た
が

安
全
性
を
考
慮
し
、
先
ず
は
解
体
関
連
予

算
を
再
度
計
上
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
議
会
で
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た

の
で
必
要
に
応
じ
て
説
明
し
て
い
く
。
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
学
童
保
育
）の

運
営
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
特
別
教
室
を
活
用
し
て
、
１
人
あ
た

り
の
面
積
要
件
を
満
た
し
、
保
育
を
継
続

し
て
い
る
。
保
育
所
へ
の
入
所
児
童
数
の

推
移
な
ど
か
ら
、
少
な
く
と
も
今
後
５
年

間
程
度
は
増
加
傾
向
で
あ
る
も
の
と
考
え

る
。

　
　
町
長
は
子
育
て
施
策
の
充
実
を
図
る

と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
何
を
し
た
の

か
。

　
　
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
規
模
の

大
小
を
問
わ
ず
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
行
っ
て
き
た
と
自

負
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
　
今
後
、子
育
て
施
策
で
具
体
的
に
何
を

し
て
い
く
か
聞
く
。

　
　
今
求
め
ら
れ
て
い
る
子
育
て
や
暮
ら

し
の
在
り
方
を
踏
ま
え
た
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
育
ち
と
保
護
者
を
支
援
す
る
取
組

み
を
進
め
、
今
後
も
子
育
て
世
代
に
訴
求

す
る
施
策
を
検
討
・
実
施
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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町
は
、
複
合
施
設
に
つ
い
て
「
こ
れ

ま
で
の
機
能
に
固
執
し
な
い
全
く
新
し
い

施
設
」「
公
民
館
や
長
寿
苑
を
利
用
し
た
こ

と
の
な
い
住
民
に
も
魅
力
的
な
施
設
」「
多

様
な
世
代
が
集
い
交
流
で
き
る
施
設
」に

し
た
い
旨
、
答
弁
し
て
き
た
。
基
本
設
計

に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ
て
い

る
か
。

　
　
屋
上
広
場
や
ロ
ビ
ー
、
テ
ラ
ス
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
、
屋
内
と
屋
外
を
有
機
的 

に
つ
な
げ
多
彩
な
活
動
の
場
に
利
用
で
き

る
こ
と
、ま
た
、建
物
外
部
か
ら
中
の
様
子

が
う
か
が
え
る
と
と
も
に
、
１
階
か
ら
２

階
を
吹
き
抜
け
と
し
自
然
に
足
を
運
ぶ
よ

う
な
工
夫
や
、
ロ
ビ
ー
、
廊
下
な
ど
か
ら

活
動
ス
ペ
ー
ス
の
様
子
が
う
か
が
え
る
こ

と
で
、
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
こ
と
、
四

季
を
感
じ
る
図
書
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
、

１
階
に
図
書
ス
ペ
ー
ス
を
広
く
確
保
し
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
な
ど
を
基
本
設

計
に
盛
り
こ
ん
で
い
る
。
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子育て施策について

魅力的な複合施設とする工夫は

町：取組みを行ってきたと自負する

町：誰もが入りやすい開放的な設計とした

　
　
大
山
崎
町
円
明
寺
が
丘
団
地
居
住
者

意
向
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
大
山
崎
町

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
の
た
め

だ
け
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
が
。

　
　
前
回
の
調
査
か
ら
約
十
年
が
経
過
。

西
山
天
王
山
駅
の
開
業
な
ど
に
よ
る
住
環

境
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、
現
居
住
者
の
意

向
確
認
と
と
も
に
、
建
て
替
え
や
大
規
模

修
繕
な
ど
の
将
来
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
立
す

る
た
め
の
方
策
と
な
る
よ
う
実
施
し
た
。

　
　
管
理
組
合
に
対
し
、具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
援
助
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
円
明
寺
が
丘
団
地
全
体
の
あ
り
方
や
、

そ
れ
に
伴
う
管
理
組
合
の
重
要
性
を
認
識

で
き
る
よ
う
、
専
門
家
に
よ
る
勉
強
会
や
、

広
報
等
に
よ
る
周
知
を
徹
底
す
る
。

　
　
高
齢
化
や
病
気
等
に
よ
り
、日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
す
事
例
が
あ
る
。
そ
の
対
策

は
。

　
　
既
存
の
仕
組
み
に
よ
る
支
援
を
適
切

に
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
等
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
。
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円明寺団地の現状把握について 町：建て替え等を検討する時期にきている

他の質問：空き家対策について問う

他の質問：民間活用について

他の質問：物価高騰から住民を守る施策の実施を

建設から50年以上が
経過した円団

150周年を迎える
大山崎小学校

議会に否定された
町の案

辻
つじ

 真
ま

理
り

子
こ
議員

西
にし

田
だ

 光
てる

宏
ひろ
議員

要望が多い防犯カメラの増設を 町：全ての設置要望に応えることは困難

他の質問：放課後児童クラブの現状の問題点と今後の対応策
　
　
町
内
自
治
会
や
多
く
の
住
民
か
ら
防

犯
カ
メ
ラ
の
増
設
の
要
望
が
届
い
て
い
る
。

対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
町
内
に
お
い
て
空
き
巣
の
被
害
の
事

例
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
防
犯
に
不
安
を

抱
か
れ
て
い
る
住
民
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
か
ら
、
町
に
対
し
て
も
自
治
会
や

住
民
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
の
要
望
を

い
た
だ
い
て
い
る
。防
犯
カ
メ
ラ
は
、犯
罪

抑
止
や
発
生
後
の
解
決
に
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
く
、
一
定

の
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
、
設
置
費
用

に
加
え
て
電
気
料
金
や
通
信
費
用
な
ど
維

持
管
理
費
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
自
治
会

や
住
民
の
方
か
ら
の
全
て
の
要
望
に
応
え

る
こ
と
は
困
難
で
す
。
府
内
複
数
の
自
治

体
は
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
自
治
会
等

へ
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
事
例
を

研
究
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
町
が
コ
ス
ト
面
か
ら
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
が
出
来
な
い
の
に
自
治
会
に
そ
の
費

用
を
賄
え
る
訳
が
な
い
。
少
し
考
え
れ
ば

判
る
は
ず
。
よ
く
考
え
て
答
弁
し
て
ほ
し

い
。

ＱＱＡＡＱＱ

防犯カメラ増設の
要望が多い

７年間放置されたままの
ホール前

あったらいいな
駅前ワークショップ

山
やま

中
なか

 一
いっ

成
せい
議員

朝
あさ

子
こ

 直
なお

美
み
議員

井
いの

上
うえ

 博
ひろ

明
あき
議員堀

ほり
内
うち

 古
こ

比
ひ

呂
ろ
議員



議
案

番
号

議
案

名
議

決
結

果

議
長

大
山

崎
ク

ラ
ブ

日
本

共
産

党
議

員
団

公
明

党
是

々
非

々
の

会
保

守・
本

流・
の

ぞ
み

れ
ん

ご
う

大
山

崎

北
村

 吉
史

山
中

 一
成

西
田

 光
宏

島
 一

嘉
朝

子
 直

美
辻

 真
理

子
井

上
 治

夫
堀

内
 古

比
呂

小
畑

 孝
信

井
上

 博
明

波
多

野
 庇

砂
徳

本
 修

司

第
32

号
議

案
令

和
５

年
度

大
山

崎
町

一
般

会
計

補
正

予
算（

第
４

号
）

修
正

可
決

議 長 は 、 議 員 と し て 表 決 に 加 わ り ま せ ん 。

（ 可 否 が 同 数 の 場 合 は 、 議 長 が 裁 決 し ま す 。 ）

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

議
員

提
出

議
案

第
４

号
第

32
号

議
案

　
令

和
５

年
度

大
山

崎
町

一
般

会
計

補
正

予
算（

第
４

号
）に

対
す

る
修

正
動

議
可

決
○

○
討

論
○

討
論

×
討

論
×

×
×

○
○

○
討

論
○

決
議

案
第

３
号

第
32

号
議

案
　

令
和

５
年

度
大

山
崎

町
一

般
会

計
補

正
予

算（
第

４
号

）に
対

す
る

付
帯

決
議

に
つ

い
て

原
案

可
決

○
○

○
○

○
○

○
○

○
討

論
○

○

第
34

号
議

案
令

和
５

年
度

大
山

崎
町

水
道

事
業

会
計

補
正

予
算（

第
１

号
）

否
決

×
×

×
○

○
○

○
×

×
討

論
×

討
論

×

委
員

会
提

出
議

案
第

２
号

複
合

化
施

設
特

別
委

員
会

設
置

に
関

す
る

決
議

案
原

案
可

決
○

○
○

×
討

論
×

×
×

○
○

討
論

○
○

決
議

案
第

２
号

前
川

町
長

に
対

す
る

辞
職

勧
告

決
議

案
原

案
可

決
○

○
○

×
討

論
×

×
×

○
○

討
論

○
○

請
願

第
１号

国
に

対
し「

再
審

法（
刑

事
訴

訟
法

の
再

審
規

定
）」

の
改

正
を

求
め

る
請

願
書（

令
和

５
年

第
１

回
定

例
会

か
ら

の
継

続
審

査
案

件
）

不
採

択
×

×
×

討
論

○
○

○
○

討
論

×
×

討
論

×
○

討
論

請
願

第
２

号
学

童
保

育
の

現
状

と
保

護
者

と
し

て
の

請
願

書
採

択
○

討
論

○
○

留
保

留
保

留
保

 
討

論
留

保
○

○
討

論
○

○

令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
　
表
決
の
結
果（
賛
否
が
分
か
れ
た
案
件
）

※
○

は
賛

成
　

×
は

反
対

　
を

表
し

て
い

ま
す

。※
討

論
は

、賛
成

も
し

く
は

反
対

の
意

見
を

述
べ

た
場

合
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

●
表
決
　
議
員
が
各
自
の
賛
成
、
反
対
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
。

●
�討
論
　
会
議（
本
会
議
）で
の
表
決
の
前
に
、
議
題
と
な
っ
て
い
る
案
件
に
対
し
て
、
賛
成
か
反
対
か
の
自
分
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
。

な
お
、自
分
の
意
見
を
表
明
す
る
だ
け
で
は
な
く
、意
見
の
異
な
る
議
員
を
自
分
の
意
見
に
賛
同
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。

※
留
保
は
、
賛
成
・
反
対
を
表
明
せ
ず
、
議
場
か
ら
退
席
。（
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。）

討
論
の
内
容
は
、
こ
ち
ら
の
会
議
録
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
次
回
定
例
会
の
開
会
日
頃
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

【
発
行
】大
山
崎
町
議
会

【
編
集
】広
報
常
任
委
員
会
　
山
中
一
成
委
員
長
／
辻
真
理
子
副
委
員
長
／
徳
本
修
司
／
北
村
吉
史
／
井
上
治
夫
／
波
多
野
庇
砂

次
回
は
12
月
１
日
に
お
届
け
し
ま
す

〒
61
8-
85
01
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
字
円
明
寺
小
字
夏
目
３
番
地

Te
l　
07
5-
95
6-
21
01
　
Fa
x　
07
5-
95
3-
60
20


	議会だより105_P1_7
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